
プルサーマル計画について
基本了解の回答を行いました

中国電力㈱山下社長に回答書を手渡す澄田知事（平成 18年 10月 23日）

プルサーマルとは？
原子力発電所から出る使用済み燃料から再処理して取り出したプルトニウムを、軽水

炉（＝現在の原子力発電所）でＭ
モ ッ ク ス

ＯＸ燃料として再利用することです。

プルトニウム
　
＋

　

軽水炉

（サーマルリアクター）　
＝

　
プルサーマル

島根原子力発電所２号機において2010年度を目途にMOX燃料の使用が計画されて

います。
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しまね原子力広報 号外



島根県は、島根原子力発電所２号機でのプルサーマル
計画について基本了解の回答を行いました。
　平成17年 9月12日に中国電力（株）から提出のあった島根原子力発電所2号機でのプルサー

マル計画の事前了解願いについて、県では慎重に検討を行った結果、「島根原子力発電所周辺地

域住民の安全確保等に関する協定」に基づき、平成18年10月 23日に下記のとおり知事から

中国電力（株）社長に基本的に了解する旨の回答を行いました。

		回答にあわせて、「プルトニウム混合燃料に関する懇談会」からの報告や県議会の報告に付記

されている要望を踏まえ、8項目の要望事項を回答書に盛り込んでいます。

 中国電力（株）への回答の内容

島根原子力発電所２号機のウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用について（回答）

　島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定第６条の規定に基づき、平成17年９月
12日付け電炉燃第57号で事前了解願いのあった「ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用に
ついて」は、基本的に了解します。
　なお、同事前了解願いに対する最終的な回答は、国の安全審査が終了するまで留保し、その結果を
確認した上で行うこととしますので、了知願います。
　おって、下記事項について適切に措置されるよう強く要望します。

記

１． 原子力の利用については、いかなる場合にも安全性の確保が大前提であり、今回の島根２号機に
おけるプルサーマル計画についても、安全性の確保を最優先として適切に対応すること。

２． プルサーマルに関する県民の理解をさらに深めるため、更なる広報活動を積極的に行うこと。

３． 県民が安心できるよう情報公開の推進を図るとともに、安全性に関する事故・トラブルなどにつ
いての情報をわかりやすく提供すること。

４． 発電所内に使用済燃料が長期にわたって貯蔵されることのないよう、適切な措置を講ずること。

５． 原子力発電所の安全運転のための組織、体制、教育・訓練及び品質保証活動のさらなる充実に取
り組むとともに、安全文化のなお一層の醸成に努めること。

６． テロ、災害等に備えた危機管理体制の一層の強化を図ること。

７． 耐震安全性に対する信頼の一層の向上を図るため、新耐震設計審査指針に基づき、速やかに島根
原子力発電所の耐震安全性評価を行い、必要に応じて対策を講じること。

８． 太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーの技術開発及び導入促進に積極的に取り組むこと。

　同日、中国電力（株）は国（経済産業大臣）に対し、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

規制に関する法律」第26条第１項の規定に基づき、原子炉設置変更許可の申請を行いました。



　10月25日には県から経済産業大臣、原子力安全委員会委員長、原子力委員会委員長に対し、
原子炉設置変更許可申請に対する厳格な安全審査を行うことなどを求める要望書を提出しました。

 経済産業省への要望事項の内容
（澄田知事から甘利経済産業大臣に直接手渡しして、要望を行いました。）

島根原子力発電所２号機のウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用について

　島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定第６条の規定に基づき、平成１７年９月１２日付
けで中国電力株式会社から本県に対し、事前了解願いのあった「ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用
について」は、基本的に了解することとし、別添のとおり中国電力株式会社に回答しましたのでお知らせします。
　今後、貴職におかれては、中国電力株式会社からの原子炉設置変更許可申請の安全審査にあたっては、厳
格な安全審査を行うとともに、下記事項について適切に措置されるよう強く要望します。
　なお、同事前了解願いに対する最終的な回答は、国の安全審査が終了するまで留保し、その結果を確認し
た上で行うことを申し添えます。

記

１． 中国電力（株）に対する指導・監督を厳正に行い、プルサーマルを含む島根原子力発電所の安全確保に万
全を期すこと。

２． 情報公開の推進を図るとともに、プルサーマルの安全性や必要性について、国が前面に出て県民に対し
積極的かつわかりやすい広報を行うなど、説明責任を果たすこと。

３． 耐震安全性に対する信頼の一層の向上を図るため、新耐震設計審査指針に基づき、速やかに島根原子力
発電所の耐震安全性を確認し、耐震安全性の確保に万全を期すこと。

４． 使用済ＭＯＸ燃料の再処理及び高レベル放射性廃棄物最終処分場の問題については、早期に解決を図る
とともに、核燃料サイクルについて、国民的合意形成に努めること。

５．テロ、原子力防災に備えた危機管理体制の一層の強化を図ること。

６．太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーの技術開発及び導入促進に積極的に取り組むこと。

国の安全審査とは？

		電力事業者から提出されたプルサーマル計画についての
原子炉設置変更許可申請の内容については、まず、経済産
業省が審査を行います。
　その結果はさらに原子力委員会及び原子力安全委員会に
諮問され、二重に審査（ダブルチェック）されます。
　プルサーマルの安全審査には、前例によると一年から一
年半の期間がかかっています。
〈審査項目〉
・燃料の健全性の評価	 ・炉心設計の評価
・異常事象の評価	 ・事故の評価　　　など

プルサーマル計画実施についての最終的な回答については、国の安全審査が
終了するまで留保し、その結果を確認したうえで行うこととします。
島根県では、今後も原子力の利用にあたっては、周辺住民の皆様の安全確保
が大前提であるとの考えに立ち、対応してまいります。
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中国電力 原子炉設置変更許可申請の概要
1．変更の理由
　�　島根原子力発電所２号機に、ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料（以下「MOX
燃料※」という。）を取替燃料の一部として使用する。�
�
2．変更の概要
　�　島根原子力発電所２号機の燃料集合体560体のうち、MOX燃料集合体を最
大228体装荷する。�
　�　MOX燃料の、燃料棒の配列、形状、寸法等の集合体基本構造は、高燃焼度
8×8燃料と同一とする。（右図参照）
�
　　※MOX燃料＝�プルトニウムとウランを酸化物の形で混合した
　　　　　　　　�ウラン・プルトニウム混合酸化物（Mixed�Oxide）のことです。

MOX燃料

プルサーマルについての検討経過
　安全協定※に基づく中国電力からの事前了解の申し入れ（平成17年9月12日）
	 ※島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定

　県民各層の有識者で構成する「プルトニウム混合燃料に関する懇談会」での検討
　� （平成17年11月～平成18年5月）
� 県では、プルサーマル計画について広く県民の皆さんのご意見をお聞きするために、懇談会を設置しました。
� �懇談会では、�国や原子力発電に関して異なる立場を持つ専門家から説明・意見の聴取、県民の方からの意見の聴取、現地

調査などを行いました。
� 慎重に検討をおこなった結果、懇談会から知事に対して�「可とすべき」報告書が提出されました。　（平成18年5月8日）

　各分野の専門家からの意見聴取
　	 専門家7名（島根原子力発電所周辺環境安全対策協議会顧問）からご意見を伺いました。
� 専門分野：原子炉工学、環境放射線学、放射線健康管理学、海洋放射生態学、放射線医学、材料物理学

　県の考え方の表明（平成18年6月16日）
　	 	表明するにあたり、懇談会報告書、専門家の意見のほか、「原子力政策大綱」、原子力安全委員会の指針類、国の審査方針、

他の電力会社での安全審査結果、海外（フランスなど）での実情調査結果なども踏まえ、慎重に検討を行いました。

　県議会での審議
　	 議会において、知事の判断は、「適切・妥当」であるとの意見をいただきました。（平成18年7月4日）

　第60回島根原子力発電所周辺環境安全対策協議会で県の考えを報告（平成18年8月2日）
　

　知事から中国電力社長に基本了解の回答（平成18年10月23日）
　

　中国電力が国（経済産業大臣）に原子炉設置変更許可を申請（平成18年10月23日）
　

　県から国※に要望書を提出（平成18年10月25日）
� ※経済産業省、原子力安全委員会、原子力委員会

県の考え方、懇談会の議事録及び報告書、専門家の意見の詳細な内容等については、ホームページに掲載しております。
また、県政情報コーナー等で閲覧できます。

〈お問い合せ先〉�島根県 消防防災課 原子力安全対策室
 〒690-8501 島根県松江市殿町１番地　TEL（0852）22-5278  FAX（0852）22-5930
 E-mail  gen-an@pref.shimane.lg.jp
 ホームページ　http://www.pref.shimane.jp/section/gen_an/
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